
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲神事の様子                        ▲吟詠奉納 

 

 

 

 

 

 

 

  ▲大和中学校３年生 栗山千諒さん 

 

 

 

 

 

 

 

  ▲昭栄中学校 2 年生 佐野有紀さん 
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佐賀市水ヶ江 2-11-11 佐賀市大隈記念館 0952－23－2891 

新年度がスタートして 2 ヶ月が過ぎました。大隈記念館では桜やハナミズキ、サツキなどの

花が順番に咲き、移り行く季節を楽しませてくれています。この春は、館の一大行事である「大

隈祭」が開催されたほか、多くの来館者を迎えました。新しい季節に気持ちも一新、大隈重信

という人物をより身近に感じていただけるような情報発信を目指していきたいと思います。 

5 月９日（日）に「大隈祭」が開催されました。今年で 30 回目となった大

隈祭は、大隈重信の偉業を追想し顕彰する目的で毎年５月の第２日曜日に開

催されています。今年も天候に恵まれ、約 200名の方々にご参加いただきま

した。 

大隈祭は神事、式典の流れで進み、式典では吟道「佐賀松風会」による「大

隈重信侯を懐
おも

う」という吟詠が奉納されました。 

 吟詠奉納の後、今年から新たに昨年度の大隈スピーチコンテスト入賞

者によるスピーチが披露されました。 

大隈スピーチコンテストとは、早稲田大学と佐賀市教育委員会が連携

して進める早稲田・佐賀 21世紀子どもプロジェクトの一つで、佐賀市内

の中学生を対象に昨年１０月に開催されました。「大隈重信に学ぶこと」

をテーマに意見が述べられ、入賞された２名の方に今回の大隈祭でもう

一度スピーチを披露していただきました。 

佐賀市立大和中学校３年生 栗山千諒さんは「大隈重信と私」、佐賀市

立昭栄中学校２年生 佐野有紀さんは「大隈さんは佐賀がきらい!?」と題

して、大隈の足跡をたどりながら自分の将来の生き方などについて意見

を述べていただきました。 

お二人とも堂々とした素 

晴らしいスピーチで、会場 

からは大きな拍手が送られ 

ました。 

 
記念講演では、早稲田大学大学史資料センターから望月雅士先生

をお招きし、「大隈重信への提言－佐賀の同志たちは大隈に何を語り

かけたか」という演題でご講演いただきました。大隈に関係する文

書や同時代に生きた人物との関係などにも触れられ、大変貴重なお

話に参加者は熱心に耳を傾けていました。 

 

 

▲早稲田大学大学史資料センター 望月雅士先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      ▲熱心に見学する中学生 

 

 

 

 

 

 

                                      ▲生家で説明を受ける高校生 

 

 

 

 

 

 
 

 

 ▲佐賀新聞（4 月 27 日）記事より 

 

 

大隈重信は同時代を生きた人に比べると、多くの写真が残っています。こ

の写真は撮影された時期や場所は分かっていませんが、左から 2 番目、頬杖

をして脚を組んでいる人物が大隈重信です。一番左、大隈の肩に肘をのせて

いるのは副島種臣です。大隈の右隣、頬被りをしている男性は誰だかは分か

っていませんが、江藤新平か大木喬任ではないかと推測されています。この

写真はパネルにして記念館 1 階のビデオルームに展示しています。どうぞご

覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

ゴールデンウィーク期間中の生家一般公開に合わせ、ガイドを行っていた

だきました。紙芝居や兜の折り紙、お手玉なども合わせて実施され、多くの

来館者に喜んでいただきました。 

また、佐賀城下ひなまつり期間中にはチリ地震被害への募金を呼びかけら

れ、生家に設置された募金箱には 8,247 円が寄せられました。この募金は、

4 月 26 日に佐賀新聞社を通じて日本赤十字社佐賀県支部へ贈られました。 

新しい職員が入りました 

４月から大隈記念館の職員となりました、近藤貴子と申します。大隈重信

をはじめ、佐賀の歴史についても勉強中です。今年は地方自治法 60 周年を

記念して大隈重信の図柄の硬貨が発行されるなど、大隈が何かと注目される

一年になると思いワクワクしています。どうぞ、よろしくお願いします。 

4 月 24 日(土)、この春唐津市に開校した早稲田佐賀中学校・高等学校から新入生

250 名（中学生 122 名、高校生 128 名）が来館されました。この日は、早稲田大

学を創設した大隈重信ゆかりの地を探訪された一日で、大隈記念館の他にも佐賀城

本丸歴史館、龍泰寺を新入生全員で見学されたそうです。中学生も高校生も熱心に

質問され、メモを取りながら見学されました。 

来館された後日、中学校では国語の時間で俳句を詠まれたとのことで、国語科の

井手教諭から作品集を届けていただきました。どの作品も素晴らしく、一生懸命考

えて詠まれたことが伝わってきました。ここで、頂いた作品の一部をご紹介します。 

早稲田佐賀中学校 第一回句会「春と歴史と大隈重信」入賞作品 

 ～大隈重信生家にて～ 

 ・《学年主任賞》麗かに 誇りつまりし 大隈家    吉田雄登さん 

 ・《小部賞》  母の知恵 幾度の冬過ぎ 今もなほ   古野佑樹さん 


